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【1916（大正５）年】　�吉野作造が「民本主義」大正デモクラシー
を指導

【1928（昭和３）年】　�第16回衆議院議員選挙（初の普通選挙によ
る総選挙）

　　　　　　　　　昭和天皇即位

【1940（昭和15）年】　日独伊３国同盟締結

　　　　　　　　　皇紀2600年（神武天皇即位から2600年目）

【1952（昭和27）年】　平和条約発効
　　　　　　　　　十勝沖地震

【1964（昭和39）年】　東京オリンピック
　　　　　　　　　新潟大地震
　　　　　　　　　東海道新幹線開通

【1976（昭和51）年】　ロッキード事件で田中角栄前首相逮捕
　　　　　　　　　日本初の五つ子誕生

【1988（昭和63）年】　�リクルート疑惑
　　　　　　　　　青函トンネル開業 

【2000（平成12）年】　白川英樹氏ノーベル化学賞受賞
　　　　　　　　　Ｙ２Ｋ問題
　　　　　　　　　ミレニアムブーム

2012年は辰（たつ）年です。

辰年にかかわるお話を、いろいろと集めてみました。
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今年は辰年
　今年、年男、年女を迎える町内の辰年の方は、男性が

321人、女性が332人の、合わせて653人です。

【1916（大正５）年生まれ】　  ８人（男性１人・女性７人）

【1928（昭和３）年生まれ】　  64人（男性29人・女性35人）

【1940（昭和15）年生まれ】　 146人（男性68人・女性78人）

【1952（昭和27）年生まれ】　 156人（男性91人・女性65人）

【1964（昭和39）年生まれ】　  86人（男性46人・女性40人）

【1976（昭和51）年生まれ】　  94人（男性44人・女性50人）

【1988（昭和63）年生まれ】　  36人（男性12人・女性24人）

【2000（平成12）年生まれ】　  63人（男性30人・女性33人）

※2011年12月６日現在

【1916（大正５）年生まれ】
　�岩谷時子（作詞家）・ヴィクトル＝スタルヒン（野球選手）・サ

ム＝テイラー（ミュージシャン）

【1928（昭和３）年生まれ】
　�ヴィダル＝サスーン（ヘアデザイナー）・兼高かおる（ジャー

ナリスト）・渥美清（俳優）・田辺聖子（作家）・荒井注（タレン

　�ト）・浜田幸一（政治家）・手塚治虫（漫画家）・土井たか子（政

治家）

【1940（昭和15）年生まれ】
　�津川雅彦（俳優・映画監督）・竜雷太（俳優）・デヴィ夫人（タレ

ント）・原田芳雄（俳優）・平野レミ（タレント・料理研究家）・志

茂田景樹（作家）・板東英二（タレント）・王貞治（野球選手）・

大鵬幸喜（力士）・ジョン＝レノン（ミュージシャン）・ブルー

ス＝リー（俳優）・篠山紀信（写真家）

【1952（昭和27）年生まれ】
　�楠田枝里子（タレント）・坂本龍一（ミュージシャン）・三浦友

和（俳優）・村上龍（作家）・中島みゆき（シンガーソングライ

ター）・峰竜太（タレント）・さだまさし（シンガーソングライ

ター）・向井千秋（宇宙飛行士）・夏木マリ（女優）・小柳ルミ子

（歌手）・水谷豊（俳優）・松坂慶子（女優）・もたいまさこ（女優）・

吉幾三（歌手）・井筒和幸（映画監督）・浜田省吾（シンガーソ

ングライター）

【1964（昭和39）年生まれ】
　�ジミー大西（タレント）・増田明美（マラソン選手）・ニコラス

＝ケイジ（俳優）・南果歩（女優）・真矢みき（女優）・江國香織（作

家）・薬師丸ひろ子（女優）・堤真一（俳優）・椎名桔平（俳優）・近

藤真彦（歌手）・よしもとばなな（作家）・高島礼子（女優）・キア

ヌ＝リーブス（俳優）・稲葉浩志（ミュージシャン）・橋本聖子

（スピードスケート選手・参議院議員）・中西圭三（シンガー

ソングライター）・杉田かおる（女優）・高橋克典（俳優）

【1976（昭和51）年生まれ】
　�中谷美紀（女優）・hitomi（歌手）・オダギリジョー（俳優）・乙武

洋匡（エッセイスト）・木村佳乃（女優）・森山直太朗（シンガー

ソングライター）・千代大海龍二（力士）・里谷多英（スキー選

手）・井川遥（女優）・一青窈（歌手）・小雪（女優）・観月ありさ（女

優）

【1988（昭和63）年生まれ】
　�佐々木希（モデル）・榮倉奈 （々女優）・黒木メイサ（女優）・斎

藤佑樹（野球選手）・吉高由里子（女優）・國母和宏（スノーボー

ド選手）・戸田恵梨香（女優）・堀北真希（女優）・大島優子（タ

レント）・田中将大（野球選手）・福原愛（卓球選手）

【2000（平成12）年生まれ】
　�濱田龍臣（タレント）・八木優希（タレント）

※主な方を紹介しています。
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戸
籍
に
用
い
ら
れ
る
文
字

　

氏
名
の
文
字
は
、
人
の
同
一
性
を
識
別

す
る
た
め
に
社
会
生
活
上
重
要
な
も
の

で
す
が
、
手
書
き
か
ら
始
ま
っ
た
戸
籍
の

記
載
は
、
書
き
癖
や
崩
し
文
字
に
よ
り
、

辞
書
に
載
っ
て
い
な
い
字
で
記
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
戸
籍
電
算
化
後

は
、
常
用
漢
字
や
人
名
用
漢
字
な
ど
、
そ

の
文
字
に
対
応
す
る
正
字
に
置
き
換
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

置
き
換
え
ら
れ
る
文
字
の
例
の
一
部

は
、左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
戸
籍
の
電
算
化
に
よ
り

文
字
が
正
字
に
置
き
換
え
ら
れ
る
方
（
本

町
に
本
籍
の
あ
る
方
に
限
り
ま
す
）に
は
、

２
月
中
に
役
場
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
正
字
へ
の
置
き
換
え
は
氏
名
そ

の
も
の
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
た

め
、
町
発
行
の
国
民
健
康
保
険
証
な
ど

は
、そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
票
や
印
鑑
登
録
証
明
書
な

ど
は
自
動
的
に
戸
籍
と
同
じ
表
記
に
な

り
ま
す
。

知
っ
て
お
き
た
い
申
し
出

　
「
氏
」や「
名
」が
辞
典
に
載
っ
て
い
な
い

文
字
の
場
合
、
申
し
出
に
よ
り
常
用
漢
字

や
人
名
用
漢
字
に
変
更
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、現
在
の
戸
籍
で「
吉
」と
記
載

さ
れ
て
い
る
場
合
、
戸
籍
電
算
化
後
も

「
吉
」の
ま
ま
で
す
が
、
申
し
出
を
す
る
こ

と
で「
吉
」と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

電
算
化
移
行
後
は
、戸
籍
謄
本
、抄
本

の
名
称
や
書
式
、
様
式
な
ど
が
変
わ
り

ま
す
。

　

戸
籍
謄
本
は「
全
部
事
項
証
明
」に
、戸

籍
抄
本
は「
個
人
事
項
証
明
」に
な
り
ま

す
。手
数
料
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

来
月
の
広
報
で
は
、
そ
の
詳
細
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
そ
の
他
の
例


邊
・
邉⇒

「
辺
」


隆⇒
「
隆
」


⇒
「
英
」


原⇒

「
原
」

　

申
し
出
を
希
望
す
る
方
は
、
印
鑑
を
ご

持
参
の
上
、
町
民
課
窓
口
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

文
字
に
よ
っ
て
は
直
す
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
番
表
示
の「
の
」を
削
除

　

本
籍
や
住
所
の
地
番
表
示
に
「
の
」
が

つ
い
て
い
る
場
合
、
電
算
化
後
は「
の
」が

つ
か
な
く
な
り
ま
す
。

　
（
例
）現
在
／
１
番
地
の
２

　
　
　
　
　
　
　
←

　
　
　

電
算
化
後
／
１
番
地
２

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
町
民
課
住
民
係

☎
４
８
２
‐
２
９
３
４（
課
直
通
）ま
で
。

置き換えられる文字の例

第２回

使用できない文字 電算化後

・ ➠ 藤
・ ➠ 邊

眞 ➠ 眞
 ➠ 博
 ➠ 喜
 ➠ 善
齋 ➠ 齋
 ➠ 伊
泰 ➠ 泰
裕 ➠ 裕

　町では、戸籍を正確に作成し、証明の発行を速やか
に行えるよう、電算化に向けて準備を進めています。
　今月は「氏」や「名」の文字についてお知らせします。




